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2016・2017 年度活動報告 

 
 
『⽂芸学研究』第 20 号合評会 

2016 年 6 ⽉ 25 ⽇（⼟）⼤阪⼤学 
 
 
第 61 回研究発表会  

2017 年 9 ⽉ 30 ⽇（⼟）⼤阪⼤学 
 

 松井拓史 戦後初期のハンガリー国⽴⺠俗アンサンブル： 
      ⽂化ナショナリズムとスターリン主義の摩擦と妥協 
 ⾥中俊介 プラトン『饗宴』における語りの構成 
 勝⼜泰洋 ピロストラトス『テュアナのアポッローニオス』にお

ける予⽰・サスペンス・悲劇的アイロニー 
  

 
第 62 回研究発表会  

2018 年 3 ⽉ 24 ⽇ (⼟）同志社⼤学 
 

 ⽊和⽥安寿 『オデュッセイア』におけるエリュシオンの独⾃性  
̶̶作中の「楽園」に関する描写の⽐較 

 上⽉翔太  ヴィーダ『キリスト物語』の巻構造        
       ̶̶ 「語り⾏為」の叙事詩的主題化 
 別府陽⼦  トーマス・ブッデンブロークの『ショーペンハウア

ー体験』̶̶ショーペンハウアー、ヴァーグナー、
ニーチェの融合 

 
 
『⽂芸学研究』第 21 号発⾏ 2018 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
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『⽂芸学研究』投稿規定 
 
1．投稿資格 
 ・本誌への投稿は、⽂芸学研究会において、下記のいずれかに該当する者

とする。 
1) 当研究会の通常会員 
2) 当研究会の学⽣会員 
3) その他、当研究会が投稿をとくに認めた者 

2．投稿の種類 
 ・本誌への投稿は、未公刊の論⽂・書評・翻訳 (以下、「論⽂等」) に限る。 
3．執筆要領 
 ・論⽂等に⽤いる⾔語は次のいずれかの⽅式とする。 

1) 本⽂を⽇本語で書き、⽇本語以外で要旨を付す。 
2) 本⽂を⽇本語以外の⾔語で書き、⽇本語で要旨を付す。 

 ・論⽂等の分量は本⽂、注、および図表・図版・譜例等も含め、和⽂の場
合は 400 字詰め原稿⽤紙 50 枚程度、欧⽂の場合は 7000 ワード程度とす
る。 

・要旨は、和⽂の場合は 800 字程度、欧⽂の場合は 300 ワード程度とする。 
・執筆者は、原則としてその号の合評会に出席すること。 

4．論⽂等の提出 
 ・原則として、以下の 2 点を揃えて提出のこと。 

1) MS ‒ Word またはテキスト形式のファイルを記録したフロッピ
ー・ディスクまたは CD ‒ ROM。 

   2) 上記データをプリント・アウトしたものを 1 部 
 ・論⽂提出先：⽂芸学研究会編集事務局(⼤阪⼤学⽂芸学研究室内) 
 ・論⽂およびフロッピー、CD ‒ ROM 等は原則として返却しない。 
5．投稿論⽂の採否および掲載号 
 ・原稿は 1 名以上の査読委員により掲載の採否を決定する。 
 ・掲載に当たっては、修正を求めることがある。 
 ・⼤幅な修正が必要な場合は、次号以降に掲載をすることがある。 
 ・掲載号および掲載の順序は、当研究会の編集委員会が決定する。 
6．校正 
 ・著者校正は、初校および再校の 2 回とする。 
 ・著者校正では、原則として印刷上の誤り以外の字句の修正や挿⼊を⾏え

ないものとする。 
7． 投稿期限 
 ・1 ⽉末⽇必着。 
 
 




